










必須の課題への取り組み状況
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① 実際の地質環境における人工バリアの適用性確認
 平成26年度より開始したオーバーパック腐食試験を継続中。
 平成26年度より開始した人工バリア性能確認試験について、注水・加熱を継

続中。
 健岩部および単一割れ目を対象とした物質移行試験を実施。割れ目帯を対

象とした物質移行試験のためのボーリング孔の掘削を開始（下記の水圧擾乱
試験を併せて実施）。

②処分概念オプションの実証
 原子力環境整備促進・資金管理センターとの共同研究で実施する、人工バリ

アの定置・品質確認などの方法論に関する実証試験についての検討を開始。

③ 地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証
 東立坑坑底（380m）より、通常よりも高い注入圧を用いた透水試験（水圧擾

乱試験）を実施するためのボーリング孔の掘削を開始。













単一割れ目を対象とした物質移行試験

 堆積岩中の割れ目内の物質移行特性を把握することを目的にトレーサー試験を実施。
 非収着性トレーサー（蛍光染料：ウラニン）を用いて、複数の試験区間、試験条件下でのトレーサー試験を実施し、割

れ目内の物質の移行経路に関する情報を取得。
 非収着性トレーサー試験結果を踏まえ、収着性トレーサー（Cs、Ni、Eu、等）を用いたトレーサー試験を実施し、割れ目

内の収着・拡散特性を評価。

単一割れ目内の状態

試験装置概要

トレーサー試験装置の設置

サンプリング後の岩石試料

原位置トレーサー試験の概念図
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今後の予定
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① 実際の地質環境における人工バリアの適用性確認
 オーバーパック腐食試験の継続。
 人工バリア性能確認試験について、注水・加熱を継続。
 割れ目帯を対象とした物質移行試験の準備を継続。

②処分概念オプションの実証
 原子力環境整備促進・資金管理センターとの共同研究で実施する、人工バリ

アの定置・品質確認などの方法論に関する実証試験の具体化。

③ 地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証
 水圧擾乱試験の実施。
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抽出された必須の課題のうち、「実際の地質環境における
人工バリアの適用性確認」については、人工バリアやその周
辺の地質環境に関する基盤的な計測・評価技術の確立を目
指して、平成26年度に開始した深度350m調査坑道におけ
る人工バリア性能確認試験、オーバーパック腐食試験及び物
質移行試験を着実に進める。

深度500mレベルでの研究内容については、深度350mで
の調査研究の成果や地層処分に関する国の方針などを踏ま
えて検討する。また、研究終了までの工程やその後の埋め戻
しについては、平成31年度末までに決定することとする。
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今後の取組


